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公立大学（１７名） 
名古屋市立大学 １ 
石川県立大学  １ 
石川県立看護大学２ 
公立小松大学  ２ 

 富山県立大学  ２ 
 福井県立大学  ２ 

都留文科大学  ２ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生（普通科コース）を対象に、「卒業生と語る会」が行われました。今年の春から進学する３年生が来
校し、受験を終えた「貴重な経験」に触れる良い機会となりました。 

 
 
・先輩方の勉強時間や時間の使い方が自分よりもとてもレベルが高くもっと自分も努力しなければなと思い
ました。すぐに同じような勉強への態度にできないかもしれないけど、自分も学校に来て勉強したり、休憩も
大切だけど時間をうまく使って勉強時間を増やしたりといろいろできることをしていきたいです。志望する大
学に合格できるように強い意思をもってやり遂げたいです。 
・勉強時間がまず不足していることと受験する職場に対して知識が少なすぎると思った。そして面接の話題で
自分の中で初めての質問に対して答えることが難しいことが多くあったので地域のことをもっと知っておか
ないといけないと思った。 

・面接のときの雰囲気とか、学校生活の過ごし方などの現実的な話を聞いて、まだ十分に間に合うし、今の自
分と比較して、不安になる部分があると思っていたけど逆にやる気が出てきたのでよかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石川県立飯田高等学校 

 

 

国立大学（１０名） 
金沢大学  ５ 

 富山大学  ２ 
 群馬大学  １ 

岐阜大学  １ 
 奈良教育大学１ 

長野大学   １ 
新見公立大学 １ 
尾道市立大学 １ 
福山市立大学 １ 
山陽小野田市立 
山口東京理科大学１ 

私立大学（７３名） 
立命館大学  １ 
関西外国語大学２ 
龍谷大学   ２ 
大阪工業大学 １ 
 

 専修大学   １ 
 東洋大学   ４ 

東京農業大学 ３ 
拓殖大学   ８ 
 

専門学校（１８名） 
  金沢看護専門学校           ２ 
 石川県歯科医師会立歯科医療専門学校１              
 国際医療福祉専門学校七尾校 １ 
 石川県調理師専門学校    １ 
 石川県理容美容専門学校   １ 
               など 

短期大学（９名） 

岐阜市立女子短期大学 １ 
静岡県立大学短期大学部１ 
 
金沢学院短期大学   ４ 
金城大学短期大学部  ２ 

 高山自動車短期大学  １ 
 その他 

 石川職業能力開発短期大学校    ２ 
 京都國學院            １ 

公務員（１４名） 
 税務職員    ２ 
 石川県職員   １ 

石川県警察   ２ 
 金沢消防    １ 
 奥能登広域圏消防1 

珠洲市役所   １ 
 能登町役場   １ 

など 

就職（１１名） 
 ㈱ﾍｱｰ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝﾅﾝﾌ  ゙ 1 

日本郵便㈱北陸支社 １ 
 ㈱どんたく     １ 
 ランプの宿㈱    １     
 興能信用金庫    1 
 社会福祉法人長寿会 １ 

など 

令和４年度卒業生 大学等合格状況 
 ３月1日に９９名の生徒が晴れやかに飯田高校を巣立ちました。 

今年度、金沢大、富山大等の国立大学１０名をはじめ、公立大学と合わせて合格者は２７名となりました。 

私立大学も関西・関東の有名校に多数合格し、短期大学や専門学校への進学も決めました。また、就職についても

公務員・民間等合格・内定をいただきました。結果は下記の通りです。 生徒・職員一丸となった努力が結実しました。 

 
金沢学院大学 ９ 
金沢星稜大学 ７ 

 金沢工業大学 ７ 
北陸大学   ８ 

 金城大学   ３ 
 かなざわ食ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
   専門職大学１ 
        など 

国公立大学 
27名合格 
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2月24日（金）に今年度2回目のゆめかなプロジェクト（「総合的な探究の時間」）学習成果発表会を実施し

ました。 

午前の部では、計２４のグループが8会場（本校教室）に分かれて発表を行い、ラポルトすず大ホールに移

動して行った午後の部では、代表の5グループが生徒・教員だけでなく保護者や地域の皆様にも向けて発表し

ました。ラポルトすずで、お隣の能登高校の代表グループによるゲスト発表も実現し、学校が違ってたり、授

業の進め方が違っても、生徒自身が自分の学びの主導権を握るという探究の本質は変わらないということを確

認できました。 

今回の本校生徒の発表は、これまでの活動の展開やそれらを通した自分たちの変容について説明すること

に加え、今後の活動の展望を語ることにも力点を置きました。高校生のアイディアや発見を面白がってくれる

たくさんの大人に囲まれながら、来年度もごきげんな学びを見せてほしいと思います。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめかなプロジェクト学習成果発表会 午後の部  

13：30～ 開会式 

13：40～ 発表 

   ①Nature story of Noto 班 

   「きれいな海でマリンスポーツをできる環境を維持するためには？」 

   ②花嫁・花婿修行 班 

「女性も男性も、ともに協力しあえる世の中の実現をするには？」 

③ボードゲーム 班 

「ボードゲームを通して珠洲市を盛り上げるには？」 

④ゲスト発表 能登高校 

「能登の海のプラスチックゴミをどうすれば減らせるか」 

⑤行者’s  〜穴に潜りたくて〜 班 

「行者の穴を未来に残すには？」 

⑥ゆめかな地震防災 班 

「高校生が主体となって地域の防災力を高めるには？」 

15：25～ 講評 

   ・金田直之 様（珠洲市副市長） 

・北澤晋太郎 様（NPO法人ガクソー） 

・市川力 様（一般社団法人みつかる＋わかる代表理事） 

15：45～ 閉会式 
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３月１日、第７５回卒業証書授与式が執り行われ、卒業生９９名が新たな道へ向かって歩みだしました。新

型コロナウイルス感染症の影響により、これまで３年間は、来賓はPTA会長のみに限られ、在校生は出席せず、

校歌も録音を流す対応を行っていました。今年度は、県教育委員会の方針に沿い、式典中は国歌、校歌の斉唱

などを除いてマスクの着用は不要とし、卒業生は笑顔で式に参加しまし

た。また在校生も出席し、全校生徒で歌う校歌は最初で最後でしたが、皆

で気持ちを込めて歌うことが出来ました。 

笹谷校長は「飯田高校の卒業生として、自分を常に磨きながらも、周り

にやさしく、地域への貢献意識を持ちながら、理想の明星を目指し、た

くましく生きていってください。」とことばを贈りました。 

答辞では、太佐朱里さんが「この飯田高校で学んだことは、１つとし

て無駄なものはありません。３年間で学んだ多くのことを胸にそれぞれ

の道に進んで行きます」とあいさつし、生徒たちは思い出あふれた学び

舎に別れを告げました。 

前日には、同窓会長賞、皆勤賞を始め、記念品贈呈式、卒業生の同窓会

入会式が行われ、式典後は「卒業生の飯高生活」を動画にしたものが各教

室で放映され、皆、卒業生の思い出に浸っていました。 

 

 

 

令和４年度全国商業高等学校協会主催検定試験の合格者数（ビジネスコース全学年分）は以下のとおりでした。 

  １級 ２級 ３級 

簿記検定 3 19 3 

情報処理検定 5 17 34 
ビジネス文書実務検定 2 21 27 
ビジネス計算実務検定 12 19 23 
英語検定   1 １9 
商業経済検定 4  12  

 
今年度から各検定内容の見直しがあり、検定の出題範囲や出題形式の変更に伴い、生徒はもちろん教員も苦

労した一年となりました。今後も改訂が続くため、合格できなかった場合、新方式での学習が再度必要なため、

検定取得に向けより一層の取り組みの幅を広げていきたいと考えています。 

 

 
生徒が自らの進路について考えを深めキャリアを設計していく一助とするために、２月９日（木）、１・２

年生ビジネスコースの生徒を対象にキャリア教育講演会を実施しました。講師として北陸銀行珠洲支店長の寺
井清晴氏をお招きし、「ＳＤＧｓ 金融経済教育」と題して、成年年齢引き下げにおける金融リテラシーにつ
いてご講演いただきました。 
若い世代の金融トラブル増加を鑑み、「ローンとクレジットカード」や「金融商品」に関してクイズを交え

てお話しいただき、生徒も興味深く耳を傾けながら、安定した生
活を送るために正しい知識や判断力をもつことの重要性につい
て理解を深めていました。 
この講演会をきっかけとして、金融問題に限らず現代社会の

諸課題について学ぼうとする主体性が高まることを期待してい
ます。 
将来、社会的・職業的に自立し社会の中で自分の役割を果たし

ながら、自分らしい生き方を実現するための力が求められてい
ます。新型コロナによる制限も徐々に解除され、次年度からは、
インターンシップ等も活用しながら、地域の人的・物的資源を活
用したキャリア教育を展開していきたいと考えています。 
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 相撲部 ウエイトリフティング部 

大会名 
令和４年度全国高等学校 

相撲選抜大会 

第３８回全国高等学校ウエイ

トリフティング競技選抜大会 

会場 
高知県立春野総合運動公園 

相撲場 
金沢市総合体育館 

日程 ３月１８日～ ３月２５日～ 

出場 

選手 
梅木（2D）船橋（1B） 

川端（2C）濱野（1B） 

池本（1C）山下（1C） 

 

 

3 月24 日（金）に終業式が行われました。校長先

生の訓話を聞き、一年間を振り返りました。来年度が

今年度よりさらに良い一年になるよう、飯高一丸とな

って頑張っていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月３日（金）、本校会議室において第３回PTA

理事会が開催されました。PTA活動中間報告や一般

会計等中間決算報告と併せ、各種表彰予定者や卒業

記念品、学校の現況についての報告がなされまし

た。またPTA会則第７条に則り、令和５年度のPTA

会長に現副会長の葛原秀史様が選出されました。 

加えて、来年度のＰＴＡ組織の体制を整えること

を目的として「PTA会則の改正」についても話し合

われました。改正案は第３回PTA理事会にて全会一

致で承認され、全会員による書面決議において賛成

多数であったため、来年度より施行されることとな

りました。 

改正の概要は以下の3点です。 

①学年理事の規定を「各学年 父親１名 母親１

名」から「各学年 ２名」に改正 

②学年理事選出の規定における「会員の投票は、会

長の指定した日までに書記に提出するものと

し、投票、選出の事務は役員の責任においてこ

れを行う」の部分を削除 

③「常置委員会及び企画委員会」を「各種委員会」

として再編し、活動内容を明瞭化 

5 水 職員定時退校日

10 月

1学期始業式、大掃除
入学式・1学年ＰＴＡ,学級懇談会
交通安全街頭指導（～14日）
身だしなみ指導①(2･3年)
進路アンケート①（２・３年）

11 火
課題テスト　スタディーサポート（１年）
生徒会認証式 ・対面式

12 水
身だしなみ指導①(1年)　部活動紹介（6，7限）
進路アンケート①（１年）

13 木
個人写真撮影(1年)・自転車通学者登録(1年)
クラス役員選出　身体測定（6,7限）

19 水 職員定時退校日　尿検査一次① 

20 木
生徒会各種委員会
内科検診（３年生）　尿検査一次②

21 金 部活動集会

25 火 心臓検診・結核検診（1年生）

27 木
生徒議会①（放課後） 飯高祭打ち合わせ①
内科検診内科検診（2年生）

30 日  公務員模試（実教２）・民間就職模試① 

6 土 全統記述模試（３年普）

7 日
全統記述模試（３年普）
進路マップ実力診断テスト（３年ビ）

9 火 １学期中間考査発表　部活動停止期間（～17日）

10 水 職員定時退校日　尿検査（一次二次）

11 木
身だしなみ指導②　奨学金説明会（生徒）
内科検診（１年生）

16 火 １学期中間考査①

17 水
１学期中間考査②　職員定時退校日
いじめアンケート①

18 木 １学期中間考査③　県総体・総文壮行式

19 金 公務員模試（実教３）

21 日 卯辰山相撲大会

25 木
薬物乱用防止教室＆防犯教室(1年)　陸上部県総体
飯高祭打ち合わせ②　尿検査（二次）

26 金 英検①一次

５　　　月

４　　　月


